
第
四
節

図
画
取
調
掛

図
画
取
調
掛
設
置

文
部
省
で
は
明
治
十
八
年
二
月
九
日
に
局
課
の
改
置
が
行
わ
れ
、
普
通
、
専

門
学
務
局
は
学
務
一
、
二
局
と
改
称
さ
れ
た
（
両
局
長
は
前
と
同
じ
）
。
し
た
が

っ
て
、
岡
倉
覚
三
は
学
務
一
局
詰
と
な
っ
た
わ
け
で
あ
る
が
、
同
年
十
一
月
二

十
六
日
に
同
局
か
ら
左
記
の
伺
い
が
提
出
さ
れ
た
。
内
容
か
ら
み
て
そ
れ
が
岡

倉
と
局
長
浜
尾
新
と
の
提
携
に
よ
っ
て
提
出
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
は
ほ
と

ん
ど
疑
い
を
容
れ
な
い
。

圏
聾
教
育
ヲ
猶
一
層
精
密
二
調
査
セ
シ
メ
ラ
レ
ソ
為
二
學
務
一
局
内
二
圏

甕
取
調
掛
ヲ
設
ヶ
ラ
ル

、
ノ
必
要
ハ
別
紙
二
陳
述
候
通
二
有
之
就
テ
ハ
右

取
調
係
被
設
候
上
ハ
従
来
學
務
雨
局
二
於
テ
園
憲
調
査
ヲ
嘱
托
相
成
居
候

東
京
大
學
教
授
フ
ヱ
ノ
ロ
サ
學
務
一
局
詰
岡
倉
覺
三
同
狩
野
芳
崖
非
職
豫

備
門
助
敦
諭
狩
野
友
信
ノ
四
名
二
圏
聾
取
調
委
員
命
セ
ラ
レ
可
然
哉
併
セ

テ
至
急
仰
高
裁
候
也

・

（
付
箋
）

．

狩
野
友
信
ノ
儀
ハ
非
職
二
付
委
員
被
命
候
節
ハ
其
慮
分
方
尚
可
伺
出
候
心

得
二
御
座
候

（
別
紙
）

圏
霊
教
育
ノ
今
世
文
明
開
逹
ノ
需
求
二
緊
切
ナ
ル
ハ
論
ヲ
侯
タ
ス
殊
二
本

也
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邦
ノ
如
キ
美
術
工
藝
二
適
ス
ル
國
柄
二
在
テ
ハ
最
モ
重
要
ノ
開
係
ヲ
有
シ

就
中
外
國
商
業
ノ
盛
衰
二
繋
ル

7
賓
二
鮮
ナ
カ
ラ
サ
ル
モ
ノ
有
之
是
故
ニ

工
藝
及
商
業
等
ノ
専
門
数
育
ハ
勿
論
其
基
本
タ
ル
普
通
数
育
ノ
貼
ョ
リ
之

ヲ
論
ス
ル
片
モ
圏
聾
ヲ
調
査
改
良
ス
ル
ハ
目
下
ノ
急
務
タ
ル
ハ
亦
多
癖
ヲ

要
セ
ス
然
ル
ニ
本
邦
學
制
頒
布
以
来
諸
學
校
二
圏
霊
ノ
科
ヲ
設
ケ
ラ
レ
タ

リ
ト
雖
モ
未
夕
特
別
二
之
レ
ヵ
調
査
二
著
手
ス
ル
ノ
運
二
至
ラ
ス
故
二
今

日
ノ
圏
霊
法
タ
ル
自
然
不
完
全
ナ
ル
ヲ
免
レ
ス
今
ニ
シ
テ
之
ヲ
改
良
ス
ル

ニ
非
ス
ソ
ハ
宦
二
数
育
上
二
十
分
ノ
神
盆
を
呈
セ
サ
ル
ノ
ミ
ナ
ラ
ス
エ
藝

技
術
ノ
衰
類
ヲ
招
キ
商
業
等
二
於
テ
大
二
影
響
ヲ
生
ス
ル

7
ナ
キ
ヲ
保
セ

ス
此
ヲ
以
テ
客
年
十
一
月
本
省
學
務
雨
局
ノ
間
二
委
員
ヲ
置
カ
レ
専
ラ
園

聾
赦
育
ノ
基
礎
ヲ
調
査
セ
シ
メ
ラ
レ
タ
リ
ト
雖
モ
猶
更
二
圏
霊
取
調
係
ヲ

設
ケ
ラ
レ
授
業
ノ
目
的
、
方
法
、
順
序
等
ヲ
精
査
セ
シ
メ
ラ
レ
兼
テ
偲
習

生
ヲ
募
集
数
養
、
ソ
テ
賓
際
ノ
適
否
ヲ
取
調
ラ
レ
候
ハ
、
猶
一
屁
精
確
ノ
結

果
ヲ
得
十
分
二
圏
甕
改
良
ノ
趣
旨
ヲ
貫
徹
可
致
卜
存
候
且
又
将
来
本
省
ニ

於
テ
美
術
學
校
ヲ
設
立
シ
箱
聾
彫
刻
等
ノ
美
術
及
其
他
ノ
應
用
美
術
ノ
恢

張
ヲ
計
鸞
セ
ラ
ル
ヘ
キ
要
用
モ
有
之
候
ヘ
ハ
今
日
ョ
リ
豫
メ
美
術
中
闘
係

ノ
最
モ
重
要
ニ
シ
テ
節
園
ノ
最
モ
廣
大
ナ
ル
圏
聾
ノ
一
科
二
著
手
セ
ラ
レ

候
儀
ハ
他
日
美
術
學
校
設
立
二
際
シ
適
良
ノ
準
備
ト
モ
可
相
成
存
候
初
テ

右
取
調
係
ヲ
學
務
一
局
所
燭
ト
シ
テ
設
置
シ
僅
少
ノ
費
額
ヲ
以
テ
之
レ
カ

端
緒
ヲ
開
カ
レ
可
然
存
候
右
教
授
要
旨
其
他
著
手
ノ
方
法
ハ
追
テ
取
調
可

仰
裁
可
候
得
共
先
以
テ
闘
霊
取
調
係
ヲ
設
ケ
ラ
ル
、
ノ
儀
至
急
仰
高
裁
候

（
『
法
規
分
類
大
全
目
録
』
明
治
二
十
四
年
二
月
六
日
。
内
閣
記
録
局
編
輯
）

図画取調掛



こ
の
文
書
ほ
冒
頭
で
図
画
取
調
掛
を
置
く
こ
と
と
、
フ
ェ
ノ
ロ
サ
、
岡
倉
覚

―
―
-
、
狩
野
芳
崖
、
狩
野
友
信
の
四
名
を
そ
の
委
員
に
任
命
す
る
こ
と
と
を
同
時

に
要
請
し
て
い
る
。
図
画
取
調
掛
と
い
う
名
称
は
ほ
か
の
各
種
の
取
調
掛
が
そ

う
で
あ
っ
た
よ
う
に
暫
定
的
な
機
関
で
あ
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
が
、
政
府

の
一
機
関
と
し
て
の
権
能
を
有
す
る
こ
と
は
明
白
で
あ
る
。
そ
の
組
織
を
同

志
の
み
で
固
め
て
事
態
を
有
利
な
方
向
へ
導
こ
う
と
い
う
意
図
が
そ
こ
に
現
わ

れ
て
い
る
。

別
紙
で
は
ま
ず
図
画
教
育
改
良
の
趣
旨
を
述
べ
、
現
行
図
画
教
育
は
教
育
上

の
神
益
、
工
芸
技
術
の
発
展
、
商
業
の
観
点
か
ら
み
て
不
完
全
な
も
の
で
あ
る

か
ら
改
良
法
を
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
す
る
。
エ
芸
技
術
は
い
う
ま
で
も

な
く
伝
統
的
な
美
術
工
芸
を
指
す
。
ま
た
、
商
業
は
外
国
商
業
つ
ま
り
美
術
工

芸
品
の
海
外
輸
出
を
意
味
す
る
。
輸
出
拡
大
と
い
う
い
わ
ば
国
家
的
目
標
を
前

面
に
押
し
出
し
て
い
る
と
こ
ろ
は
さ
き
の
美
術
局
設
置
建
言
書
と
同
様
で
あ

る
。
次
に
図
画
取
調
掛
設
置
の
目
的
に
つ
い
て
述
べ
、
右
の
趣
旨
に
基
づ
い
て

図
画
調
査
会
が
行
っ
た
調
査
を
よ
り
完
全
な
ら
し
む
る
た
め
の
業
務
（
授
業
の

目
的
、
方
法
、
順
序
等
の
精
査
お
よ
び
伝
習
生
の
教
育
）
を
行
う
の
が
目
的
で
あ
る

と
し
て
い
る
。
図
画
調
査
会
が
図
画
教
育
国
風
化
を
是
と
す
る
決
議
を
行
な
っ

た
こ
と
は
前
に
述
べ
た
と
お
り
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
業
務
は
国
風
図
画
教
育
実

施
の
準
備
を
行
う
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
の
は
も
ち
ろ
ん
で
あ
る
。
伝
習
生
の

教
育
と
は
図
画
教
員
養
成
の
意
味
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
の
よ
う
に
設
置
の
目
的
を
示
し
た
上
で
、
そ
れ
と
関
連
づ
け
て
美
術
学
校

設
立
の
問
題
を
提
起
し
て
い
る
。
た
だ
し
、
「
且
又
賂
来
本
省
二
於
テ
美
術
學

校
ヲ
設
立
シ
綸
聾
彫
刻
等
ノ
美
術
及
其
他
ノ
應
用
美
術
ノ
恢
張
ヲ
計
甕
セ
ラ
ル

ヘ
キ
要
用
モ
有
之
候
ヘ
ハ
」
云
々
と
い
う
提
起
の
し
方
は
文
脈
か
ら
み
て
や
や

唐
突
で
あ
る
。
な
ぜ
こ
の
よ
う
な
提
起
の
し
方
を
し
た
か
と
い
う
と
、

は
岡
倉
ら
が
美
術
学
校
設
立
問
題
と
図
画
教
育
改
良
問
題
と
を
別
個
の
も
の
と

し
て
考
え
て
い
た
こ
と
に
起
因
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。
さ
き
に
美
術
局
設
立
運

動
の
項
で
触
れ
た
よ
う
に
、
岡
倉
ら
が
想
定
し
て
い
た
美
術
学
校
は
美
術
家
と

考
案
家
の
養
成
を
旨
と
す
る
も
の
で
あ
り
、
図
画
教
員
養
成
が
主
目
的
で
は
な

か
っ
た
。
彼
ら
に
と
っ
て
は
、
伝
統
美
術
の
保
護
、
発
展
や
輸
出
拡
大
を
促
進

す
る
た
め
に
は
美
術
家
や
考
案
家
の
蓑
成
の
方
が
普
通
図
画
教
育
改
良
の
問
題

よ
り
も
遥
か
に
重
要
か
つ
急
務
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
彼
ら
が
美
術
学
校
設
立
を

急
い
で
い
た
こ
と
は
図
画
取
調
掛
設
置
と
と
も
に
そ
の
設
立
準
備
に
着
手
し
た

こ
と
が
よ
く
証
明
し
て
い
る
が
、
そ
う
し
た
活
動
を
展
開
す
る
上
で
の
布
石
と

し
て
こ
の
文
書
の
中
で
敢
え
て
美
術
学
校
設
立
問
題
を
提
起
し
、
し
か
も
「
紺

聾
彫
刻
等
ノ
美
術
及
其
ノ
他
ノ
應
用
美
術
ノ
恢
張
」
の
た
め
の
美
術
学
校
と
い

う
彼
ら
自
身
の
設
立
構
想
を
明
記
し
て
お
く
必
要
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と

思
わ
れ
る
。

な
お
、
「
賂
来
本
省
二
於
テ
美
術
學
校
ヲ
設
立
シ
…
…
…
計
甕
セ
ラ
ル
ヘ
キ

要
用
モ
有
之
候
ヘ
ハ
」
と
い
う
言
い
回
し
に
は
文
部
省
が
美
術
学
校
を
設
立
す

る
こ
と
が
内
定
で
も
し
て
い
る
か
の
よ
う
な
感
も
あ
る
が
、
実
際
に
そ
う
し
た

状
況
が
生
じ
て
い
た
こ
と
も
考
え
ら
れ
な
く
は
な
い
。
と
い
う
の
は
、
図
画
取

調
掛
設
置
の
伺
い
が
提
出
さ
れ
る
少
し
前
の
明
治
十
八
年
六
月
＝
―
十
日
発
行

『
大
日
本
美
術
新
報
』
第
二
十
二
号
に
、

0
美
術
學
校
其
筋
に
て
は
美
術
學
校
を
起
し
我
國
固
有
の
美
術
及
び
欧

洲
各
國
の
美
術
に
開
す
る
技
藝
を
教
授
せ
ん
と
の
計
甕
あ
る
よ
し
は
豫
て

聞
く
所
な
る
が
今
度
い
よ
／
＼
設
立
せ
ら
る
4

事
に
決
し
た
る
よ
し

―
つ
に
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人
員
に
つ
い
て
い
う
と
、

岡
倉
の
ほ
か
に
委
員
の
フ
ェ
ノ
ロ
サ
と
今
泉
雄

同
年
同
月
二
十
八
日
、
文
部
省
局
課
改
置
が
行
わ
れ
た
結
果
、
図
画
取
調
掛

は
文
部
大
臣
官
房
（
官
房
長
辻
新
次
）
第
四
課
所
属
と
な
り
、
同
時
に
岡
倉
覚
一
―
―

も
文
部
大
臣
官
房
詰
と
な
っ
た
。
第
四
課
は
学
士
会
院
、
音
楽
取
調
掛
、
訓
盲

匝
院
、
教
育
博
覧
会
、
海
外
留
学
生
、
お
よ
ぴ
図
画
取
調
掛
等
に
関
す
る
事
務

を
司
る
課
で
あ
っ
た
。

翌
十
九
年
二
月
、
図
画
取
調
掛
は
大
臣
官
房
総
務
局
（
局
長
辻
新
次
）
文
書
課

所
属
と
な
り
、
事
務
局
が
小
石
川
植
物
園
の
集
会
所
に
置
か
れ
、
岡
倉
覚
一
―
―
が

そ
の
主
幹
と
な
っ
た
。

（
『
法
規
分
類
大
全
目
録
』
前
出
）

と
い
う
記
事
が
載
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
な
お
、
こ
の
報
道
が
事
実
と
す
れ

ば
、
政
府
部
内
に
は
和
洋
並
立
主
義
の
美
術
学
校
を
設
立
す
る
計
画
が
あ
っ
た

こ
と
に
な
り
、
と
す
る
と
フ
ェ
ノ
ロ
サ
や
岡
倉
ら
の
主
義
と
は
対
立
す
る
主
義

が
適
用
さ
れ
よ
う
と
し
て
い
た
こ
と
に
な
る
が
詳
細
は
不
明
で
あ
る
。

右
の
伺
い
は
直
ち
に
承
認
さ
れ
、
翌
十
二
月
十
日
、
次
の
通
達
を
も
っ
て
学

務
一
局
に
図
画
取
調
掛
が
設
置
さ
れ
た
。

學
務
一
局
長
達
十
八
年
十
二
月
十
日

學
務
一
局
各
員

営
局
慮
務
概
則
中
左
記
ノ
通
追
加
候
條
此
旨
相
達
候
事

局
中
別
二
圏
聾
取
調
掛
ヲ
置
キ
圏
霊
教
育
二
係
ル
事
項
ヲ
調
査
ス

岡
霊
取
調
掛
二
長
ヲ
置
キ
局
長
其
局
員
中
ョ
リ
之
ヲ
搬
任
セ
シ
メ
且
掛

員
中
特

二
委
員
ヲ
定
メ

主
掌
事
項
ノ
調
査

二
従
事
セ
シ
ム

作
、
雇
の
狩
野
芳
崖
（
明
治
十
九
年
一
月
十
四
日
採
用
、
月
給
十
五
円
）
、
狩
野
友

信
（
同
日
採
用
、
月
給
二
十
円
）
、
藤
田
文
蔵
（
同
日
採
用
、

月
給
三
十
円
）
ら
が
い

た
。
こ
の
中
で
異
色
な
の
は
藤
田
文
蔵
で
、
彼
は
エ
部
美
術
学
校
出
身
の
彫
刻

家
で
あ
る
が
、
図
画
取
調
掛
に
お
い
て
彫
刻
の
部
門
を
担
当
す
る
こ
と
に
な
っ

た
。
彼
が
採
用
さ
れ
た
の
ち
、
明
治
十
九
年
三
月
に
図
画
取
調
掛
彫
刻
場
の
新

築
が
完
成
し
て
い
る
（
『
文
部
省
第
十
四
年
報
』
）
。

狩
野
芳
崖
に
は
岡
不
崩
、
岡
倉
秋
水
、
高
屋
肖
哲
、
本
多
天
城
ら
の
弟
子
が

い
て
、
彼
ら
も
師
匠
に
随
っ
て
図
画
取
調
掛
へ
通
っ
た
。
岡
不
崩
は
、
学
校
に

通
う
心
算
り
で
毎
日
弁
当
を
持
っ
て
通
い
、

絵
を
描
い
て
い
た
と
い
っ
て
い

る
。
図
画
取
調
掛
の
場
合
、
音
楽
取
調
掛
の
よ
う
に
正
式
に
伝
習
生
を
置
く
に

は
至
ら
な
か
っ
た
が
、
彼
ら
の
立
場
は
こ
の
伝
習
生
に
擬
せ
ら
れ
る
べ
ぎ
も
の

で
あ
っ
た
。

な
お
、
橋
本
雅
邦
は
、
彼
の
履
歴
書
（
本
学
蔵
）
を
見
る
限
り
で
は
図
画
取

調
掛
が
東
京
美
術
学
校
と
改
称
さ
れ
た
の
ち
の
明
治
二
十
一
年
四
月
に
初
め
て

参
加
し
た
よ
う
に
見
え
る
が
、
し
か
し
、

左
記
の
雅
邦
の
発
言
に
よ
れ
ば
割
合

早
い
時
期
か
ら
同
掛
に
関
係
し
て
い
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。

マ

マ

マ

マ

マ

マ

〔芳
崖
は
〕
岡
倉
氏
の
周
施
で
私
よ
り
は
先
に
翰
聾
取
調
所
に
出
る
様
に
な

り
ま
し
た
、
或
時
岡
倉
氏
が
先
づ
芳
崖
の
所
へ
出
て
呉
れ
る
様
に
と
口
を

掛
け
る
と
、
私
を
推
選
し
て
呉
た
さ
う
で
、
そ
れ
か
ら
岡
倉
氏
が
私
の
所

へ
来
ら
れ
た
、
私
は
営
代
綸
霊
に
於
て
芳
崖
の
上
に
立
つ
も
の
は
な
い
、

是
れ
芳
崖
で
な
け
れ
ば
其
衝
に
営
る
も
の
は
な
い
事
を
辮
じ
ま
す
る
、
芳

崖
は
私
に
譲
る
、
私
は
芳
崖
を
推
す
、
此
間
二

三
交
渉
の
末
、

一
先
づ
芳

崖
が
出
る
様
に
な
り
ま
し
て
、
其
後
引
績
い
て
私
も
出
る
こ
と
に
な
り
ま
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図
画
取
調
掛
と
美
術
学
校
設
立
準
備

従
来
、
図
画
取
調
掛
は
熙
置
と
と
も
に
美
術
学
校
設
立
の
準
備
を
開
始
し
た

と
い
わ
れ
て
き
た
。
こ
こ
で
そ
の
是
非
を
検
討
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
が
、
同

掛
の
場
合
、
音
楽
取
調
掛
と
違
っ
て
事
業
に
関
す
る
公
的
記
録
が
全
く
現
存
し

て
お
ら
ず
（
明
治
四
十
四
年
の
東
京
美
術
学
校
火
災
で
焼
失
し
た
可
能
性
が
大
き
い
）
、

事
業
の
実
体
を
把
握
で
き
な
い
の
が
現
状
で
あ
る
。
し
か
し
、
右
の
通
説
の
正

当
性
を
裏
付
け
る
証
左
を
い
く
つ
か
掲
げ
る
こ
と
は
で
き
る
。
そ
の
一
っ
は
設

置
後
問
も
な
い
時
期
に
狩
野
芳
崖
や
狩
野
友
信
と
一
緒
に
藤
田
文
蔵
が
屑
わ

れ
、
彫
刻
場
の
新
築
が
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
措
置
が
彫
刻
の
部

門
を
含
む
美
術
学
校
の
設
立
を
前
提
と
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も

な
い
。
も
う
―
つ
は
フ
ェ
ノ
ロ
サ
の
「
日
本
美
術
行
政
に
関
す
る
提
言
」
草
稿

（
『
フ
ェ
ノ
ロ
サ
資
料
ー
』
所
収
）
で
あ
る
。
こ
の
草
稿
は
記
載
事
項
か
ら
み
て
明

治
十
九
年
二

、
三
月
、
す
な
わ
ち
図
画
取
調
掛
発
足
後
間
も
な
い
時
期
の
執
筆

と
考
え
ら
れ
、
美
術
局
設
置
の
促
進
を
目
的
と
し
て
書
か
れ
て
い
る
が
、
そ
の

中
に
次
の
よ
う
な
部
分
が
あ
る
。

〔
フ
ェ
ノ
ロ
サ
ら
の
1

編
者
註
〕
計
画
の
第
一
部
は
、
美
術
家
や
デ
ザ
イ

ナ
ー
の
た
め
の
学
校
教
育
制
度
で
あ
り
ま
す
。
東
京
の
中
央
美
術
師
範
学

校
か
ら
、
完
全
な
体
系
（
こ
こ
で
詳
細
に
立
入
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん

が
）
の
訓
練
を
受
け
た
教
師
た
ち
が
全
国
の
公
立
学
校
で
日
本
画
の
授
業

し
た
。

（
『
明
治
十
二
傑
』
明
治
三
十
二
年
六
月
十
五
日
。
博
文
館
）

を
指
通
す
る
た
め
に
地
方
へ
派
遣
さ
れ
る
で
し
ょ
う
。
才
能
あ
る
若
者
は

す
ぐ
発
見
さ
れ
、
中
央
の
学
校
に
お
い
て
も
っ
と
専
門
的
な
教
育
を
受
け

る
機
会
を
与
え
ら
れ
る
で
し
ょ
う
。
こ
の
案
は
な
お
幾
つ
か
の
部
門
に
分

け
て
練
ら
れ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
中
央
美
術
学
校
を
は
じ
め
と
す
る

学
校
教
育
計
画
の
根
幹
は
、
デ
ザ
イ
ソ
諸
法
則
の
実
際
的
総
合
的
体
系
で

あ
り
ま
す
。
そ
れ
ら
の
法
則
は
絵
画
、
彫
刻
、
工
芸
（
た
ぶ
ん
建
築
も
含

む
）
の
各
専
門
学
部
に
お
い
て
応
用
的
に
拡
大
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

や
が
て
は
、
見
習
い
用
の
実
践
的
仕
事
場
を
こ
れ
に
関
連
し
て
設
立
し
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
商
人
が
西
洋
の
美
術
需
要
の
特
別
注
文
を
届
け
に

来
る
の
は
、
こ
の
学
校
の
教
師
、
高
学
年
の
学
生
、
実
践
的
美
術
家
、
デ

ザ
イ
ナ
ー
た
ち
の
所
で
し
ょ
う
。
こ
の
発
注
品
は
、
そ
の
よ
う
な
需
要
の

た
め
の
デ
ザ
イ
ン
を
専
門
に
研
究
し
、
授
業
を
主
要
目
的
と
す
る
人
々
の

監
督
下
に
製
作
さ
れ
る
で
し
ょ
う
。
こ
れ
は
す
べ
て
、
農
商
務
省
で
は
な

く
、
文
部
省
の
機
能
に
属
す
る
こ
と
で
す
。
実
業
家
は
、
教
育
の
必
要
や

す
ぐ
れ
た
芸
術
家
の
訓
練
の
た
め
に
必
要
な
細
心
の
注
意
を
要
す
る
機
構

に
つ
い
て
無
知
に
等
し
い
か
ら
で
あ
り
ま
す
。
幸
い
に
も
、
「
中
央
美
術

学
校
」
の
さ
さ
や
か
な
予
算
の
形
で
、
そ
の
よ
う
な
学
校
制
度
の
朋
芽
が

暫
定
的
な
が
ら
文
部
省
の
手
で
既
に
蒔
か
れ
ま
し
た
。
ま
だ
開
校
は
し
て

い
ま
せ
ん
が
、

そ
の
機
構
や
計
画
は

〔約
一
行
解
読
不
能
〕
。

し
か
し
最
初

十
分
と
思
わ
れ
た
額
は
そ
の
目
的
に
は
少
な
す
ぎ
ま
す
。
実
際
的
な
人
々

が
皆
そ
の
成
熟
を
熱
望
す
る
中
で
、
こ
の
朋
芽
を
育
て
、
支
え
を
与
え
る

さ
ら
に
急
速
に
円
熟
に
至
ら
せ
る
処
置
を
講
ず

こ
と
の
重
要
性
を
認
め
、

る
こ
と
は
内
閣
の
責
任
で
す
。
実
際
的
外
国
人
は
皆
、
そ
の
開
校
、
そ
れ

が
洗
練
と
成
熟
を
達
成
す
る
方
法
を
切
望
し
て
い
ま
す
。
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